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五 

月 

  

一
六
日 

ク
リ
ー
ン
デ
イ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

 

一
九
日 

北
蒲
原
分
教
会
月
次
祭 

 

二
二
日 

大
教
会
月
次
祭 

 
 
 
 
 

(

お
手
振
り
女
鳴
物
手
直
し) 

 

二
六
日 

御
本
部
月
次
祭
、
由
利
婦
人
会 

 

二
八
日 

車
祓
い 

 

三
一
日 

用
木
一
斉
活
動
日 

 
 
 
 
 

支
部
婦
人
会(

九
時
半) 

 

六 

月 

 
 
 
 

三
日 

支
部
例
会(

東
滝
沢
分) 

 
 

五
日 

お
願
い
づ
と
め
（
13
時
30
分
） 

 
 
 
 
 

青
年
会
布
教
キ
ャ
ラ
バ
ン(

～
６) 

 
 

七
日 

お
さ
づ
け
取
次
日 

 
 

八
日 

教
区
リ
ト
ミ
ッ
ク
勉
強
会 

 
 

十
日 

矢
島
町
分
教
会
創
立
百
周
年
記
念
祭 

 

一
三
日 

由
利
分
教
会
月
次
祭 
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今

月

の
言

葉

 

 
 

 
 

 
 

 

由
利
分
教
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木 

正 

明 

 
 年

祭
活
動
の
主
要
行
事
と
し
て 

第
四
回
由
利
支
部
用
木
一
斉
活
動
日
実
施 

  

こ
れ
ま
で
も
実
施
さ
れ
て
き
た
用
木
一

斉
活
動
日
が
、
御
本
部
か
ら
お
声
掛
け
頂

い
て
い
る
年
祭
活
動
の
主
要
行
事
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
第
四
回
一
斉
活
動

日
が
、
去
る
五
月
三
十
一
日
（
土
）
午
後

一
時
半
か
ら
、
当
教
会
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

ま
ず
始
め
に
お
つ
と
め
が
つ
と
め
ら
れ
、

そ
の
後
諭
達
拝
読
及
び
ス
ラ
イ
ド
で
の
表

統
領
先
生
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
講
話
と
な
り
、『
月
の
成
り
立
ち

と
元
の
理
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
と
な
り
、
こ
の
度
は
当
教
会
の

会
長
さ
ん
が
講
師
と
な
っ
て
お
話
さ
れ
ま

し
た
。 

 

最
初
は
元
の
理
の
後
半
部
分
を
ス
ラ
イ

ド
を
使
い
な
が
ら
内
容
を
平
易
に
説
明
さ

れ
、
そ
の
後
月
が
出
来
た
成
り
立
ち
を
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
上
で
地
球
や
月
の
切
り
絵

等
を
使
い
な
が
ら
分
か
り
安
く
説
明
さ
れ
、

私
達
が
如
何
に
親
神
様
の
不
思
議
な
御
守

護
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。 

 

内
容
が
天
文
学
的
な
内
容
を
含
ん
で
お

り
、
会
長
さ
ん
も
始
め
難
し
い
と
思
わ
れ

な
い
か
心
配
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
参
加

者
の
方
々
は
比
較
的
面
白
く
感
じ
て
頂
い

た
よ
う
で
、
会
長
さ
ん
も
安
堵
し
た
よ
う

で
し
た
。
同
講
話
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

日
頃
私
達
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
日
常
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
講
話
で
は
、
一

日
が
二
十
四
時
間
で
あ
る
事
も
、
地
球
に

海
や
水
が
豊
富
に
あ
る
事
も
当
た
り
前
で

な
い
と
い
う
事
で
、
実
は
私
達
は
親
神
様

の
不
思
議
な
深
い
御
守
護
の
お
陰
で
生
か

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
を
今
一
度
心
に
置

か
せ
て
頂
き
た
い
も
の
と
改
め
て
思
わ
せ

て
頂
い
た
次
第
で
す
。 

 

畠
山
家
族
、
初
の
お
ぢ
ば
が
え
り 

  

去
る
三
月
二
十
四
～ 

二
十
七
日
に
、
会
長
の 

長
女
で
あ
る
清
香
さ
ん 

の
家
族
が
お
ぢ
ば
帰
り 

を
し
ま
し
た
。 

 

御
主
人
の
太
初(

は 

じ
め)

さ
ん
は
初
席
を 

運
び
、
息
子
の
太
一
君
と
共
に
お
守
り
を

頂
い
て
き
ま
し
た
。 

 

斯
道
会
お
ぢ
ば
が
え
り
に
合
わ
せ
て 

二
人
の
方
が
お
ぢ
ば
が
え
り
及
び
別
席
を

受
講 

 

  

河
原
町
大
教
会
で
は
、
教
祖
百
四
十
年

祭
活
動
と
し
て
、
河 

原
町
系
（
斯
道
会
系
） 

の
大
教
会
及
び
教
会 

に
対
し
て
、
五
月
二 

十
六
日
の
御
本
部
月 

次
祭
に
合
わ
せ
て
の 
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別
席
団
参
又
は
お
ぢ
ば
が
え
り
団
体
を
呼

び
掛
け
た
わ
け
で
す
が
、
由
利
部
内
教
会

も
そ
の
系
統
に
入
っ
て
い
る
事
か
ら
、
当

教
会
及
び
亀
田
町
、
雄
物
川
の
三
教
会
が

同
月
次
祭
に
合
わ
せ
て
お
ぢ
ば
が
え
り
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

当
教
会
で
は
、
昨
年
の
秋
季
大
祭
に
続

き
こ
の
度
も
会
長
さ
ん
が
大
学
時
代
の
友

人
に
声
を
か
け
ら
れ
、
東
京
か
ら
柳
田
佳

廣
（
よ
し
ひ
ろ
）
さ
ん
が
初
席
、
昨
年
初

席
を
受
け
ら
れ
た
長
野
県
塩
尻
市
の
百
瀬

勝
博
さ
ん
が
中
席
を
二
十
五
日
午
前
に
受

け
ら
れ
、
午
後
は
飛
鳥
観
光
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
会
長
さ
ん
の
大
学
時
代
の
つ

な
が
り
を
活
か
し
て 

一
般
の
方
々
に
も
別
席
を
受
け
て
頂
き
、

心
か
ら
有
難
く
思
う
次
第
で
す
。 

 

北
洋
大
教
会
青
年
会 

布
教
キ
ャ
ラ
バ
ン
Ｉ
Ｎ
秋
田
開
催 

  

六
月
五
日
、
六
日
と
大
教
会
青
年
会
の

皆
さ
ん
が
秋
田
に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

 

五
日
は
、
今
月
二
十
九
日
に
就
任
奉
告

祭
を
控
え
た
仁
賀
保
分
教
会
へ
行
き
、
草

刈
り
や
窓
ふ
き
な
ど
の
ひ
の
き
し
ん
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
会
周
辺
の

神
名
流
し
を
し
ま
し
た
。 

同
日
夜
は
仁
賀
保
の
会
長
さ
ん
が
営
む

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
で
お
い
し
い
夕
食
を
頂

き
ま
し
た
。 

六
日
は
、
十
日
に
百
周
年
を
控
え
た
矢

島
町
分
教
会
へ
行
き
、
神
殿
内
の
掃
除
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
矢
島
駅
ま

で
神
名
流
し
、
路
傍
講
演
、
個
別
訪
問
な

ど
に
を
い
が
け
に
ま
わ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
矢
島
の
会
長
さ
ん
の
ご
好
意

で
、
ひ
や
む
ぎ
と
天
ぷ
ら
を
ご
馳
走
に
な

り
ま
し
た
。 

今
回
新
潟
、 

福
島
、
長
野
と 

遠
く
か
ら
駆
け 

付
け
て
く
れ
た 

若
い
方
々
の
誠 

真
実
に
心
よ
り 

感
謝
申
し
上
げ 

ま
す
。 

秋
田
教
区
少
年
会
主
催 

実
技
指
導
者
研
修
会
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」 

 

六
月
八
日
午
前
十
時
よ
り
秋
田
教
務
支

庁
に
て
教
区
少
年
会
主
催
の
リ
ト
ミ
ッ
ク

勉
教
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

少
年
会
本
部
か
ら
講
師
を
お
呼
び
し
、

様
々
な
リ
ト
ミ
ッ
ク
の
ゲ
ー
ム
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
由
正
さ
ん
夫
婦
、
清
香

さ
ん
、
由
利
道
か
ら
あ
や
さ
ん
、
ゆ
み
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

婦
人
会
よ
り
ご
連
絡 

  

こ
の
度
、
婦
人
会
費
の
中
か
ら
桐
製
、

背
高
三
曲
台
を
購
入
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と

な
り
、
四
月
か
ら
活
用
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。 

 

毎
年
、
教
祖
御
誕
生
祭
に
感
謝
の
御
供

を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度

は
７
６
，
６
３
５
円
の
お
心
寄
せ
を
皆
様

か
ら
頂
き
、
無
事
御
供
さ
せ
て
頂
い
て
来

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 
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胡

弓 

三

味

線 

琴 

小

鼓 

す

り

が

ね 

太

鼓 

拍

子

木 

チ
ャ
ン
ポ
ン 

笛 

地
方
（
副
） 

地
方
（
主
） 

て お ど り  
会 

 
 
 

長 

祭 

主 

伊 

藤 

奈
津
子 

佐
々
木 

め
ぐ
み 

木 

内 

教 

子 

佐
々
木 

由 

明 

小 

林 

大 

晃 

由 

利 

東 

布 

由 
 

利 
 

道 

仁 

賀 

保(

前) 

利 
 

翔 
 

布 

齋 

藤 

清 
一 

亀 
 

田 
 

町 

雄 
 

物 
 

川 

東 
 

滝 
 

沢 

会 
 
 
 
 

長 
会 

長 

夫 

人 

矢 
 

島 
 

町 

小 

林 

理
英
子 

坐
り
づ
と
め 

東 
 

滝 
 

沢 

亀 
 

田 
 

町 

扈 
 
 

者 

齋 

藤 

美
和
子 

小 

川 

道 

子 

中 

村 

柳 

子 

斎 

藤 

清 

一 

桑 
 

原 
 

廣 

小 

林 
大 
晃 

上 
 

之 
 

浜 

齋 
藤 

賢 

爾 

豊 
 

島 
 

優 
佐
々
木 

義 

實 

佐
々
木 

由 

正 

由 

利 

東 

布 

仁 
 

賀 
 

保 

亀 
 

田 
 

町 

小 

松 

敬 

子 

松 

田 

理 

奈 

木 

内 

美 

歩 

前 
 
 

半 

佐
々
木 

由 

明 

利 
 

翔 
 

布 

賛 
 
 

者 

豊 

島 

絢 
子 

畠 

山 
清 

香 

小 
川 

昭 

子 

小 
 

川 
 

心 
小 

野 

繁 

樹 
仁 

 

賀 
 

保 

桑 
 

原 
 

廣 

佐
々
木 

義 

實 

小 

林 

大 

晃 

豊 

島 

栄 

二 

由 

利 

東 

布 

豊 
 

島 
 

優 

利 
 

翔 
 

布 

佐
々
木 

由 

正 

佐
々
木 

良 

美 

豊 

島 

末 

子 

小 

川 

貴
美
子 

後 
 
 

半 

由 
 

利 
 

道 

指 

図 

方 
 

 
 

 

部

内

だ
よ
り 
 

矢
島
町
分
教
会 

 
 

 

十

日
の
月
次
祭
と

合
わ
せ
て

百
周
年

記
念
祭
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

由

利
の
会
長
様
ご

夫
妻
を
始

め
、
東

滝
沢

さ
ん
、
由
利
道

さ
ん
亀
田

さ
ん
ご

夫
妻

、
矢
東
、
矢
浪

所
長
、
と

三
十
数

名
の

皆
様
で
賑
や
か

に
さ
せ
て

頂
き
ま

し
て

、
ほ
ん
と
う
に

有
難
う
御

座
い
ま

し
た
。 

７月祭典役割表         神殿講話 亀田町分教会長 

開
扉
・
献
饌
の
男
子
の
方
は
十
時
ま
で
、
女
子
の
方
は
、
十
時
二
十
分
ま
で
お
つ
と

め
着
を
着
用
し
、
神
殿
に
ご
集
合
下
さ
い
。 

 


